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事 業 別 の 概 況

売上高構成比

74.3％
（22,266百万円）

電池事業
　電池事業はアルカリ乾電池とリチウム電池が増加したものの、ニッケル水素電
池と設備関連ビジネスが減少したことにより、前年同期を下回りました。
　製品別につきましては、ニッケル水素電池は、北米での市販用途向けでのイン
ターネット販売や医療機器のバックアップ用途向けが伸長したものの、新型コロ
ナウイルスの感染拡大に伴なう店舗休業や工業用途向けでの受注延伸により、前
年同期を下回りました。アルカリ乾電池は、北米での市販用途向けインターネッ
ト販売が伸長したことに加え、国内市販ビジネスも堅調に推移しており、前年同
期を上回りました。リチウム電池は、国内のセキュリティ・スマートメータ用途
向けやテレワーク推奨に伴なうパソコン用途向けなどが伸長したことに加え、新
型コロナウイルスの影響で停滞していた海外のセキュリティ・スマートメータ用
途向けの供給も再開し、前年同期を上回りました。設備関連ビジネスは、新型コ
ロナウイルスの影響で自動車用部品組立設備受注が減少したことにより、前年同
期を下回りました。
　その結果、当事業全体の売上高は、前年同期に比べ４億31百万円減の222億66
百万円となりました。
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売上高構成比

（7,709百万円）
25.7％

電子事業
　電子事業は前期に実施した一部事業の譲渡による売上減に加え、各種モジュー
ルなどが減少したことにより、前年同期を下回りました。
　製品別につきましては、各種モジュールは、テレワーク拡大に伴なうパソコン・
タブレット用途向けや新型コロナウイルスの感染拡大に伴なう医療機器用途向
け、半導体製造装置用途向けで伸長したものの、産業機器・車載などモビリティ・
地上デジタル放送装置用途向けなどが減少したことにより、前年同期を下回りま
した。
　その結果、当事業全体の売上高は、前年同期に比べ15億79百万円減の77億９
百万円となりました。
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